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三
百
十
七
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
の
扶
養
親
族
に
あ
つ
て
は
、
退
職
手
当
等
を
有
す

る
者
に
限
る
。）」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中「
退
職
手
当
等
に
係
る
所
得
を
有
す
る
者
で
あ
つ
て
、」を
削
り
、「
も
の
」

を
「
者
（
法
第
四
十
五
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
三
百
十
七
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号

及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
の
扶
養
親
族
に
あ
つ
て
は
、
退
職
手
当
等
を
有
す
る
者
に
限
る
。）」
に
改
め
、
同
項
第
五

号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

同
一
生
計
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
の
う
ち
に
同
居
特
別
障
害
者
若
し
く
は
そ
の
他
の
特
別
障
害
者
又
は
特
別

障
害
者
以
外
の
障
害
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
、
そ
の
者
の
氏
名
及
び
個
人
番
号
（
個
人
番
号
を
有
し
な

い
者
に
あ
つ
て
は
、
氏
名
）
並
び
に
そ
の
該
当
す
る
事
実

第
二
条
の
三
の
六
第
九
項
、
第
十
項
及
び
第
十
一
項
中
「
第
四
十
五
条
の
三
の
三
第
二
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の

三
の
三
第
二
項
」
を
「
第
四
十
五
条
の
三
の
三
第
三
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の
三
の
三
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
三
の
七
中
「
第
四
十
五
条
の
三
の
三
第
四
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の
三
の
三
第
四
項
」
を
「
第
四
十
五

条
の
三
の
三
第
五
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の
三
の
三
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
二
の
二
第
一
項
中
「
第
九
条
の
八
の
五
第
三
号
」
を
「
第
九
条
の
八
の
五
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
七
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
法
第
七
十
一
条
の
二
十
五
第
一
項
の
利
子
割
清
算
基
準
額
）

第
三
条
の
七
の
二

各
道
府
県
ご
と
の
利
子
割
清
算
基
準
額
（
法
第
七
十
一
条
の
二
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
各
道

府
県
ご
と
の
利
子
割
清
算
基
準
額
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
計
算
す
る
場
合
に
お
い
て
千
円
未
満
の
端

数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
四
捨
五
入
す
る
。

２

総
務
大
臣
は
、
毎
年
度
、
当
該
年
度
の
各
道
府
県
ご
と
の
利
子
割
清
算
基
準
額
を
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
の
五
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
法
第
三
百
八
十
二
条
第
二
項
第
五
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
）

第
十
五
条
の
五
の
五

法
第
三
百
八
十
二
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ

る
場
合
と
す
る
。

一

不
動
産
登
記
規
則
第
百
五
十
八
条
の
二
第
三
号
に
掲
げ
る
相
続
人
申
告
事
項
（
次
条
第
二
項
及
び
第
四
項
第

一
号
に
お
い
て
「
相
続
人
申
告
事
項
」
と
い
う
。）に
関
す
る
変
更
の
登
記
若
し
く
は
更
正
の
登
記
又
は
同
令
第

百
五
十
八
条
の
二
十
九
第
一
項
若
し
く
は
第
百
五
十
八
条
の
三
十
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
相
続
人
申
告
登
記
の

抹
消
を
し
た
場
合

二

不
動
産
登
記
規
則
第
百
五
十
八
条
の
三
十
八
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
同
項
に
規
定
す
る
検
索
用
情
報

管
理
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
場
合
（
法
第
三
百
八
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）

三

公
示
用
住
所
（
登
記
簿
の
表
題
部
に
記
録
し
た
所
有
者
若
し
く
は
所
有
権
、
質
権
若
し
く
は
百
年
よ
り
長
い

存
続
期
間
の
定
め
の
あ
る
地
上
権
の
登
記
名
義
人
又
は
前
条
に
規
定
す
る
者
（
次
条
に
お
い
て
「
登
記
名
義
人

等
」
と
い
う
。）に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
不
動
産
登
記
規
則
第
二
百
二

条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
撤
回
又
は
同
令
第
二
百
二
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
が
あ
つ
た

こ
と
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
同
令
第
二
百
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
公
示
用
住
所
管
理
フ
ァ
イ
ル
（
以
下

こ
の
条
、
次
条
及
び
第
十
五
条
の
五
の
八
に
お
い
て
「
公
示
用
住
所
管
理
フ
ァ
イ
ル
」
と
い
う
。）に
公
示
用
住

所
若
し
く
は
公
示
用
住
所
の
変
更
が
記
録
さ
れ
、
又
は
公
示
用
住
所
管
理
フ
ァ
イ
ル
か
ら
公
示
用
住
所
が
削
除

さ
れ
た
場
合

第
十
五
条
の
五
の
六
第
一
項
中
「
公
示
用
住
所
」
の
下
に
「
、
不
動
産
登
記
規
則
第
百
五
十
六
条
の
二
各
号
に
掲

げ
る
事
項
又
は
同
令
第
百
五
十
六
条
の
五
各
号
に
掲
げ
る
事
項
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中「
第
二
号
及
び
第
三
号
」

を
「
第
四
号
及
び
第
五
号
」
に
改
め
、「
部
分
」
の
下
に「（
第
五
号
に
係
る
部
分
に
あ
つ
て
は
前
条
第
三
号
に
掲
げ
る

場
合
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
第
三
百
八
十
二
条
第
二
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る

総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
相
続
人
申
告
事
項
と
す
る
。

第
十
五
条
の
五
の
六
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

法
第
三
百
八
十
二
条
第
二
項
（
第
五
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る

総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

一

前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合

相
続
人
申
告
事
項
又
は
不
動
産
登
記
規
則
第
百
五
十
八
条
の
三
十
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
相
続
人
申
告
登
記
の
抹
消
を
し
た
旨

二

前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合

不
動
産
登
記
規
則
第
百
五
十
八
条
の
三
十
八
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

第
十
五
条
の
五
の
八
第
二
項
中
「
第
二
号
又
は
第
三
号
」
を
「
第
四
号
又
は
第
五
号
」
に
、「（
第
三
号
」
を「（
第

五
号
」
に
改
め
る
。

（
法
第
七
十
一
条
の
二
十
五
第
三
項
の
所
得
の
金
額
に
相
当
す
る
金
額
）

第
三
条
の
七
の
三

法
第
七
十
一
条
の
二
十
五
第
三
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

額
は
、
当
該
年
の
末
日
の
属
す
る
年
度
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
当
該
年
度
」
と
い
う
。）の
翌
年
度
の
市
町
村

税
課
税
状
況
等
の
調
第
五
十
八
表
の
副
題
「第

12表
関
係

総
所
得
金
額
等
に
関
す
る
調

」
の
表
側
「道

府
県

民
税

」
の
う
ち
「合

計

」、
表
頭
「計

」
欄
の
額
の
当
該
道
府
県
内
の
市
町
村
に
係
る
合
計
額
に
、
当
該
年
度
の

翌
年
度
の
市
町
村
税
課
税
状
況
等
の
調
第
二
十
表
の
表
側
当
該
年
度
の
「４

月

」
か
ら
「12月

」
ま
で
、表
頭「税

額

」
欄
の
額
の
当
該
道
府
県
内
の
市
町
村
に
係
る
合
計
額
を
百
分
の
六
で
除
し
て
得
た
金
額
（
当
該
金
額
に
千
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
四
捨
五
入
す
る
。）及
び
当
該
年
度
の
市
町
村
税
課
税
状
況
等
の
調
第

二
十
表
の
表
側
当
該
年
度
の
前
年
度
の
「１
月

」
か
ら
「３

月

」
ま
で
、
表
頭
「税

額

」
欄
の
額
の
当
該
道
府
県

内
の
市
町
村
に
係
る
合
計
額
を
百
分
の
六
で
除
し
て
得
た
金
額（
当
該
金
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
端
数
を
四
捨
五
入
す
る
。）を
加
え
た
金
額
と
す
る
。

第
四
条
の
三
の
二
第
一
項
中
「
第
二
十
四
条
の
二
の
五
第
三
号
」
を
「
第
二
十
四
条
の
二
の
五
第
四
号
」
に
改
め

る
。第

八
条
の
五
十
四
中
「
第
九
条
の
九
に
定
め
る
」
を
「
渡
船
施
設
、
路
面
幅
員
が
二
・
五
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る

道
路
（
橋
梁り
よ
うを
除
く
。）及
び
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
の
規
定
に
よ
り
料
金
を
徴
収

す
る
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
五
十
七
第
一
項
中
「
道
路
法
」
の
下
に「（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）」を
加
え
る
。

第
九
条
か
ら
第
九
条
の
十
五
ま
で
を
削
る
。

第
九
条
の
十
六
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
百
七
十
七
条
の
十
二
」
を
「
第
百
五
十
九
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第

九
条
と
す
る
。

第
九
条
の
十
七
の
見
出
し
中
「
種
別
割
」
を
「
自
動
車
税
」
に
改
め
、
同
条
中「
第
百
七
十
七
条
の
十
三
第
一
項
」

を
「
第
百
六
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
の
二
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
九
条
の
三
か
ら
第
九
条
の
十
七
ま
で

削
除

第
十
条
の
二
の
七
第
一
項
中
「
第
四
十
八
条
の
十
四
の
五
第
三
号
」
を
「
第
四
十
八
条
の
十
四
の
五
第
四
号
」
に

改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
の
表
第
二
号
中
「
土
地
補
充
課
税
台
帳
」
の
下
に「（
法
第
三
百
八
十
一
条
第
八
項
の
規
定
に
よ

り
み
な
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
表
第
五
号
を
削
り
、
同
表
第
六
号
中
「
土
地
名
寄
帳
」
の
下
に
「
及

び
家
屋
名
寄
帳
」
を
加
え
、
同
号
を
同
表
第
五
号
と
し
、
同
表
中
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
六
号
と
し
、
第
九

号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
十
五
条
の
五
の
四
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
三
百
八
十
二
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
三
百
八
十
二
条
第
二

項
第
四
号
」
に
改
め
る
。
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